
 

2020年 6月吉日 

一般社団法人 溶接学会 

 東北支部 会員 各位 

 

 一般社団法人 溶接学会東北支部 

 支部長 佐藤 裕 

 

 

2019年度事業，決算報告及び 2020年度事業計画，予算について 

 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます． 

当支部活動につきましては，日頃より御尽力を賜り，厚く御礼申し上げます． 

さて，2019年度支部事業終了にあたりましては，会員各位に御参集いただき支部総会を開いて御協議願

う所でございますが，各位におかれましては御用繁多の折かと存じますし、新型コロナウイルス感染防

止の観点から，商議員会にて協議・決定いたしました 2019年度の事業報告・決算報告ならびに 2020年

度の事業計画・予算等を，文書をもってご報告申し上げ総会に代えさせて頂きたく存じます．ご高覧の

程，宜しくお願い申し上げます． 

ご不明な点，御意見などございましたら，下記支部事務局までお問い合わせ下さい．また，御住所の

変更等も支部事務局までお知らせ下さい． 

昨年度は本年度の溶接学会秋季全国大会を当支部担当で開催し，多くの皆様に協賛いただくとともに

参加いただきました．支部会員の皆様のご協力に心より感謝申し上げるとともに，今後ともご支援賜り

ますようお願い申し上げます．今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により，当支部主催の恒例

行事である溶接・接合研究会の中止を決定いたしました．基礎セミナーに関しては，感染防止策を講じ

た上で別紙のとおり開催いたしますので，奮って参加下さい．研究会の中止は誠に残念ではございます

が，新型コロナウイルスの問題が終息した後，支部会員の皆様にとって有意義なイベントを多数開催し

ていきたいと考えておりますので，益々のご支援を宜しくお願い申し上げます． 

敬具 

 

 

記 

 

 一般社団法人 溶接学会東北支部 事務局 

  〒980-8579  仙台市 青葉区 荒巻字青葉 6-6-02 

   東北大学 大学院工学研究科 材料システム工学専攻  

    鴇田 駿 

    Tel: 022-795-7353, Fax: 022-795-7352 

    E-mail: shun.tokita.c4@tohoku.ac.jp 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般社団法人 溶接学会東北支部 

2019年度事業報告（2019年 3 月 1日～2020年 2月 29日） 
 

１．会議等 

(1) 商議員会：2019 年 5 月 18 日（土）午前 11 時 00 分より東北地区溶接技術検定委員会会議室にて開

催し，次の案件を審議しいずれも承認（可決）した． 

1) 前回議事録確認の件 

2) 2018年度事業及び収支決算報告の件 

3) 2019年度事業計画及び収支予算の件 

4) 全国大会の進捗について 

5) その他 

(2) 表 彰：2018年度溶接技術奨励賞   阿部一彦 氏（宮城県産業技術総合センター） 

2018年度溶接技術普及賞    相原幸夫 氏（日本精機（株）） 

2018年度溶接学会奨学賞（報告） 山本伸吾 君（東北大学） 

2018年度東北支部奨学賞（報告）  永瀬 椋 君（東北大学），古川千尋 君（福島高専） 

  森 春樹 君（秋田大学），山田渓太 君（東北大学） 

(3) 総 会：第 56回商議員会 2) ~ 3) の項目を電子メールと郵送（2019年 6月 12日付）にて会員各位

に報告し，総会とした．2019年度終了時において文書等による質疑はなく，承認されたものとする． 

(4) 秋季全国大会の運営：2019年 9月 17日（火）～19日（木）の 3日間にわたり、東北大学工学部青

葉山東キャンパス材料科学総合学科（仙台市青葉区）の講義室等を利用して開催した（共催：東北

大学大学院工学研究科，協賛：仙台観光国際協会）．参加者総数は 536 名．研究発表講演，特別講

演，フォーラム，ポスターセッション，懇親会などが行われた． 

 

２．研究会等 

(1) 第 31回溶接・接合研究会（41名参加） 

主 催：溶接学会東北支部，後援：軽金属学会東北支部 

日 時：2018年 7月 20日（金）13:00 ~ 17:35 

場 所：アイーナ（いわて県民情報交流センター）（盛岡市盛岡駅西通 1-7-1） 

特別講演 2件，研究発表 8件，懇親会 

(2) 技術セッション（秋季大会での併催）（約 80名参加） 

主 催：溶接学会東北支部，共催：日本溶接協会 

日 時：2019年 9月 18日（水）13:00 ~ 17:00 

場 所：東北大学工学部中央棟（仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6） 

講演 5件 

 

３．会 勢：2020年 2月 29 日現在の会員数 

名誉員 2名，特別員 1 名，終身会員 5名，正員 56名，学生員 4名，賛助員 5社  計 73 

 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

2019年度収支決算報告（2019年 3月 1日 ~ 2020年 2月 29日） 

 （単位：円） 

項 目 収入の部 項 目 支出の部 

前年度繰越金（※1） 2,789,921 総会 988 

本部交付金 100,000 会議費 26,000 

支部活動助成金 100,000 研究会 44,000 

全国大会関係 4,782,017 事務費 24,618 

雑収入（利息等） 16 全国大会関係 2,998,491 

  次年度繰越金（※2） 4,677,857 

計 7,771,954 計 7,771,954 

※1 全国大会積立金 2,438,977円を含む， ※2 全国大会積立金 1,681,182円を含む 



一般社団法人 溶接学会東北支部 

2020年度事業報告および計画（2020 年 3月 1日～2021年 2月 28日） 
 

1. 第 57回商議員会： 

新型コロナウイルス感染防止のため，メール審議とした． 

2020年 5月 7日（木）メール送信 

2020年 5月 18日（月）承認日 

 

2. 表 彰： 

2019年度溶接技術奨励賞，溶接技術普及賞授与 

 新型コロナウイルス感染防止のため授与式を中止し，受賞者へ賞状および副賞を郵送した． 

2019年度溶接学会奨学賞（本部・東北支部）授与（2020年 1月） 

 

3. 総 会：2019年度と同様電子メールと郵送による形式をとる． 

 

4. 研究会：  

新型コロナウイルス感染防止のため中止 

 

5．セミナー等：2020年溶接技術基礎セミナー 

 日 程：2020年 8月 21日（金） 

 場 所：八戸プラザホテル（青森県八戸市） 

 （新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じた上で開催します） 

 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

2020年度収支予算（2020年 3月 1日 ~ 2021年 2月 28日） 

 （単位：円） 

項 目 収入の部 項 目 支出の部 

前年度繰越金（※1） 4,677,857   総会 20,000 

本部交付金 150,000 会議費 30,000 

基礎セミナー参加費 150,000 研究会 85,000 

雑収入 250 基礎セミナー 225,000 

  事務費 30,000 

  次年度繰越金（※2） 4,558,107 

計 4,978,107 計 5,240,171 

 ※1 全国大会積立金 1,681,182円を含む， ※2 全国大会積立金 1,681,382円を含む 

 

 

＊ 新型コロナウイルス感染防止の影響で商議員会、研究会を中止したため、支出の部を大

幅に修正する必要があるが、上記収支予算は、2020 年 2 月初旬に学会本部へ提出した

収支予算書に基づいて作成していることを申し添える。 



 

（一社）溶接学会 東北支部 2020・2021年度商議員（アイウエオ順） 

氏 名 所 属 等 氏 名 所 属 等 

阿部 一彦 宮城県産業技術総合センター 鈴木 剛 山形県工業技術センター 

上野 智 （株）ユーテック 園田 哲也 岩手県工業技術センター 

小澤 正紀 東北三吉工業（株） 瀧田 敦子 秋田県産業技術センター 

来次 浩之 山形県立産業技術短期大学校 露野 公則 日本溶接協会東北地区溶接技術検定委員会 

木村 光彦 秋田県産業技術センター 中村 満 岩手大学名誉教授 

桑嶋 孝幸 岩手県工業技術センター 西川 聡 岩手大学理工学部 

粉川 博之 東北大学名誉教授 早坂 和美 （株）ムラヤマ 

佐々木 正司 青森県産業技術センター 前川 哲也 元東北発電工業（株） 

佐藤 裕 東北大学大学院工学研究科 宮野 泰征 秋田大学大学院理工学研究科 

鈴木 茂和 福島工業高等専門学校 村井 信昭 東開工業（株） 

 

2020・2021年度役員 

 支部長： 佐藤 裕 

 副支部長： 佐々木正司，早坂和美 

 幹 事： 阿部一彦，桑嶋孝幸，鈴木茂和，鈴木 剛，瀧田敦子，西川 聡 

 監 事： 木村光彦，粉川博之 

 

 

 


